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・現場で頑張る私たちの苦労や生活を軽んじたとしか思えない会

社の姿勢に、今回もガッカリした。より不信感が強まった…。 

・よく出てくる「感謝の言葉」って何？言葉を貰っても生活費に

はならない。しっかり形＝満額回答を出すべきだ！ 

 

要求額もさることながら、現場で働く私たちと会社経営陣との価値観の大きな乖離に

ついても、23 春闘に続き大変悔しい結果となりました。しかし、第 3 回交渉での会社

の考えを上回る回答を獲得できたこと、営業挽回策について組合員の意見を基に鋭く

指摘したことは、紛れもなく青年部員が“結集して”創意工夫したたかった成果です! 

総括まで取り組みです。成果と課題を具体的

に明らかにして、組織強化につなげよう！ 


